
2022年 4月 24日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒8番（旧 2番）（MK姉） 

『御旨のままに』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 8:40~42、49~50節（MM姉） 

『イエスが帰って来られると、群衆は喜んで迎えた。人々は皆、イエスを待っていたからである。そこへ、ヤ

イロという人が来た。この人は会堂長であった。彼はイエスの足もとにひれ伏して、自分の家に来てくださる

ようにと願った。十二歳ぐらいの一人娘がいたが、死にかけていたのである。イエスがそこに行かれる途中、

群衆が周りに押し寄せて来た。 

 

イエスがまだ話しておられるときに、会堂長の家から人が来て言った。「お嬢さんは亡くなりました。この上、

先生を煩わすことはありません。」イエスは、これを聞いて会堂長に言われた。「恐れることはない。ただ信じ

なさい。そうすれば、娘は救われる。」』 

 

礼拝讃美歌⇒454番（聖 424番）（MM姉） 

『十字架にかかりたる』 

 

聖書⇒詩編 16:7~11節（OH兄） 

『わたしは主をたたえます。主はわたしの思いを励まし／わたしの心を夜ごと諭してくださいます。 

わたしは絶えず主に相対しています。主は右にいまし／わたしは揺らぐことがありません。 

わたしの心は喜び、魂は躍ります。からだは安心して憩います。 

あなたはわたしの魂を陰府に渡すことなく／あなたの慈しみに生きる者に墓穴を見させず 

命の道を教えてくださいます。わたしは御顔を仰いで満ち足り、喜び祝い／右の御手から永遠の喜びをいただ

きます。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒122番（旧 205番）（SK兄） 

『十字架の上に』 

 

 

 

《パン裂き》 



 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときま

で、主の死を告げ知らせるのです。』 

 

礼拝讃美歌⇒148番（旧 94番曲） 

『主の御旨により』 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙二 12:1~10節（ES姉） 

『わたしは誇らずにいられません。誇っても無益ですが、主が見せてくださった事と啓示してくださった事に

ついて語りましょう。わたしは、キリストに結ばれていた一人の人を知っていますが、その人は十四年前、第

三の天にまで引き上げられたのです。体のままか、体を離れてかは知りません。神がご存じです。わたしはそ

のような人を知っています。体のままか、体を離れてかは知りません。神がご存じです。彼は楽園にまで引き

上げられ、人が口にするのを許されない、言い表しえない言葉を耳にしたのです。このような人のことをわた

しは誇りましょう。しかし、自分自身については、弱さ以外には誇るつもりはありません。仮にわたしが誇る

気になったとしても、真実を語るのだから、愚か者にはならないでしょう。だが、誇るまい。わたしのことを

見たり、わたしから話を聞いたりする以上に、わたしを過大評価する人がいるかもしれないし、また、あの啓

示された事があまりにもすばらしいからです。それで、そのために思い上がることのないようにと、わたしの

身に一つのとげが与えられました。それは、思い上がらないように、わたしを痛めつけるために、サタンから

送られた使いです。この使いについて、離れ去らせてくださるように、わたしは三度主に願いました。すると

主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ」と言われました。

だから、キリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう。それゆえ、

わたしは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、そして行き詰まりの状態にあっても、キリストのために満足しています。

なぜなら、わたしは弱いときにこそ強いからです。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙二 13:4a節 

『キリストは、弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力によって生きておられるのです。』 

 

 

 



聖書⇒ルカによる福音書 15:1~7節（KH兄） 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十

九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけたら、喜んでそ

の羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでくだ

さい』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

聖書イザヤ書 53:6節 

『わたしたちは羊の群れ／道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。そのわたしたちの罪をすべて／主は

彼に負わせられた。』 

 

聖書ルカによる福音書 15:31節 

『すると、父親は言った。『子よ、お前はいつもわたしと一緒にいる。わたしのものは全部お前のものだ。』 

 

聖書イザヤ書 62:5節 

『若者がおとめをめとるように／あなたを再建される方があなたをめとり／花婿が花嫁を喜びとするように

／あなたの神はあなたを喜びとされる。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒84番（旧 30番） 

『良き羊飼いは』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 

①  

 

 


